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は
じ
め
に

　

当
院
は
２
０
２
３
年
12
月
に
新
築
移
転
を

予
定
し
て
お
り
「
Ｊ
Ａ
静
岡
厚
生
連　

中
伊

豆
温
泉
病
院
」
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を

し
ま
す
。
移
転
後
は
地
域
医
療
を
担
う
中
核

病
院
と
し
て
の
性
格
を
強
め
、
よ
り
一
層
地

域
に
密
着
し
た
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
を
目

指
し
ま
す
。

　

私
の
所
属
す
る
総
合
内
科
は
、（
都
会
に

比
べ
て
大
病
院
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
困
難
な
）

地
域
医
療
に
お
い
て
必
要
不
可
欠
と
さ
れ
る

総
合
診
療
的
な
性
格
を
備
え
た
科
と
し
て
、

「
専
門
科
を
特
定
し
に
く
い
症
状
」
や
「
重

症
か
軽
症
か
わ
か
ら
ず
不
安
な
患
者
」
の
診

療
、
救
急
患
者
へ
の
対
応
、
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
へ
の
貢
献
な
ど
幅
広
く
活
動
し
て

い
く
予
定
で
す
。
本
稿
で
は
こ
の
う
ち
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
そ
の
意
義
や

当
院
総
合
内
科
で
の
今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
記
載
し
ま
す
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
は

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
は
「
介
護
・

医
療
が
必
要
な
状
況
に
な
っ
て
も
」「
住
み

慣
れ
た
地
域
・
住
居
で
」「
自
分
ら
し
い
暮

ら
し
を
」「
人
生
の
最
後
ま
で
」
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
社
会
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
高
齢
者
は
介
護
が
必
要
に
な
れ

ば
介
護
施
設
に
入
所
し
て
、
医
療
が
必
要
に

な
れ
ば
病
院
に
入
院
し
て
、
人
生
の
最
後
は

施
設
や
病
院
で
迎
え
る
「
施
設
・
病
院
完
結

型
モ
デ
ル
」
で
余
生
を
送
る
の
が
一
般
的
で

し
た
。
し
か
し
こ
の
モ
デ
ル
に
は
い
く
つ
か

の
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
一
つ
目

は
生
活
拠
点
を
住
み
慣
れ
た
自
宅
か
ら
住
み

慣
れ
な
い
病
院
・
施
設
へ
移
転
す
る
こ
と
で

う
つ
病
や
認
知
症
の
発
症
・
増
悪
リ
ス
ク
が

高
く
な
る
こ
と
、
二
つ
目
は
現
在
の
施
設
・

病
院
の
多
く
は
相
部
屋
、
ト
イ
レ
・
風
呂
共

同
で
あ
る
な
ど
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
配
慮
が

不
十
分
で
高
齢
者
の
尊
厳
や
自
立
性
を
保
つ

の
に
不
十
分
な
環
境
で
あ
る
こ
と
、
三
つ
目

は
超
高
齢
化
社
会
の
到
来
で
施
設
・
病
院
へ

の
入
所
・
入
院
者
が
増
大
し
て
介
護
保
険
、

医
療
保
険
支
出
が
膨
張
し
、
若
い
世
代
の
保

険
料
負
担
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
す
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
を
解
消
す
る
モ
デ
ル
と
し

て
、
施
設
・
病
院
で
は
な
く
住
み
慣
れ
た
地

域
の
住
み
慣
れ
た
住
居
を
拠
点
に
し
て
介

護
・
医
療
を
受
け
て
、
人
生
の
最
後
は
住
み

慣
れ
た
住
居
で
迎
え
る
「
地
域
完
結
型
モ
デ

ル
」
が
提
唱
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
厚
生
労

働
省
は
団
塊
世
代
（
１
９
４
７

－

１
９
５
０

年
生
ま
れ
）
が
全
員
75
歳
以
上
と
な
る

２
０
２
５
年
を
め
ど
に
「
地
域
完
結
型
モ
デ

ル
」
が
可
能
と
な
る
社
会
シ
ス
テ
ム
の
確
立

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
の
社
会
シ
ス
テ
ム

が
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
な
の
で
す
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
が
機
能
す
る
た
め
に
は
、

自
分
ら
し
い
生
活
が
で
き
る
「
住
居
」
及
び

安
定
し
た
日
常
生
活
が
可
能
と
な
る
「
生
活

支
援
」を
基
盤
と
し
て「
医
療
」「
疾
患
予
防
」

「
介
護
」
サ
ー
ビ
ス
が
一
体
と
な
っ
て
確
実

か
つ
速
や
か
に
提
供
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
（
図
１
）。
こ
の
う
ち
の
「
医
療
」
は
地

域
医
療
を
担
う
中
核
病
院
が
そ
の
実
現
に
重

要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。
す
な
わ
ち
伊
豆

市
で
は
当
院
が
そ
の
実
現
に
重
要
な
役
割
を

果
た
す
の
で
す
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る

当
院
総
合
内
科
の
取
り
組
み

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
当
院

総
合
内
科
の
取
り
組
み
を
ご
説
明
す
る
前
提

と
し
て
、
我
が
国
の
医
療
シ
ス
テ
ム
及
び
そ
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の
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
当
院
総
合
内
科
の
位

置
づ
け
を
ご
説
明
し
ま
す
。

　

我
が
国
の
医
療
は
医
療
を
受
け
る
時
期
に

応
じ
て
「
高
度
急
性
期
」「
急
性
期
」「
回
復

期
」「
慢
性
期
」
の
４
つ
に
大
別
さ
れ
ま
す
。

　
「
急
性
期
」
は
病
気
を
発
症
し
て
間
も
な

い
時
期
で
、
放
置
し
て
お
け
ば
病
状
が
急
速

に
悪
化
す
る
時
期
で
す
。
急
性
期
病
棟
で
集

中
的
か
つ
高
密
度
な
治
療
を
行
い
ま
す
。
そ

の
中
で
も
と
り
わ
け
高
度
な
医
療
資
源
を
要

す
る
も
の
を
「
高
度
急
性
期
」
と
称
し
、
大

学
病
院
も
し
く
は
そ
れ
に
準
じ
る
医
療
機
関

が
担
い
ま
す
。

　
「
回
復
期
」
は
急
性
期
治
療
を
終
え
た
患

者
が
回
復
に
至
る
ま
で
の
時
期
で
す
。
回
復

期
病
棟
で
在
宅
復
帰
へ
向
け
た
投
薬
、
全
身

管
理
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
栄
養
管
理

な
ど
が
な
さ
れ
ま
す
。

　
「
慢
性
期
」
は
完
全
に
回
復
に
至
ら
な
い

患
者
が
病
気
と
共
存
し
な
が
ら
日
常
生
活
を

送
っ
て
い
く
時
期
で
す
。
こ
れ
は
患
者
の
自

立
度
合
い
や
疾
患
の
程
度
に
よ
っ
て
入
院
で

対
応
す
る
こ
と
も
あ
れ
ば
外
来
（
在
宅
）
で

対
応
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

当
院
総
合
内
科
で
受
け
入
れ
る�

�

患
者
に
つ
い
て

　

入
院
患
者
と
し
て 

①
在
宅
・
施
設
か
ら

の
急
性
期
患
者
（
軽
症
か
ら
中
等
症
）（
サ

ブ
ア
キ
ュ
ー
ト
）
②
高
度
急
性
期
病
院
で
の

治
療
を
終
え
た
回
復
期
患
者
（
ポ
ス
ト
ア

キ
ュ
ー
ト
）
③
短
期
予
定
入
院
（
教
育
入
院
、

導
入
入
院
）　

④
介
護
者
の
休
息
目
的
の
短

期
入
院
（
レ
ス
パ
イ
ト
入
院
）
の
受
け
入
れ

を
行
い
ま
す
。

　

外
来
患
者
と
し
て
、専
門
科
を
特
定
し
に
く

い
症
状
や
複
数
科
に
ま
た
が
る
慢
性
症
状
を

有
す
る
患
者
の
診
療
を
行
い
ま
す
。
将
来
的
に

は
在
宅
診
療
も
本
格
化
さ
せ
る
予
定
で
す
。

①
在
宅
・
施
設
か
ら
の
急
性
期
患
者
（
軽
症

か
ら
中
等
症
）の
受
け
入
れ（
サ
ブ
ア
キ
ュ
ー

ト
機
能
）

　

�　

急
性
期
疾
患
の
う
ち
、
当
院
の
医
療
資

源
で
も
対
応
可
能
な
患
者
の
受
け
入
れ
を

行
い
ま
す
。「
重
症
で
は
な
く
」「
薬
剤
の

み
で
治
療
可
能
で
」「
治
療
に
よ
る
合
併

症
リ
ス
ク
が
少
な
い
」
疾
患
で
あ
れ
ば
概

ね
受
け
入
れ
可
能
で
す
。

②
高
度
急
性
期
病
院
で
の
治
療
を
終
え
て
容

体
が
あ
る
程
度
安
定
し
た
患
者
の
受
け
入
れ

（
ポ
ス
ト
ア
キ
ュ
ー
ト
機
能
）

　

�　

急
性
期
病
院
と
し
て
の
治
療
は
終
え
た

も
の
の
、
自
宅
へ
の
退
院
は
リ
ス
ク
が
あ

る
患
者
を
受
け
入
れ
て
継
続
加
療
を
行
い

自
宅
退
院
へ
向
け
た
調
整
を
行
い
ま
す
。

入
院
中
は
急
性
期
病
院
で
処
方
さ
れ
た
薬

剤
の
調
整
（
減
量
、
増
量
、
中
止
、
追
加
）、

容
体
が
悪
化
し
た
時
の
迅
速
な
治
療
、
よ

り
良
い
回
復
へ
向
け
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
、
退
院
後
へ
向
け
た
栄
養
指
導
な

ど
を
行
い
ま
す
。

③
短
期
予
定
入
院

　

�　

慢
性
疾
患
の
治
療
開
始
に
あ
た
り
そ
の

疾
患
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
治
療
の
導

入
、
初
期
の
服
薬
調
整
、
リ
ハ
ビ
リ
、
栄

養
指
導
な
ど
を
行
い
ま
す
。
当
院
で
は
リ

ウ
マ
チ
専
門
医
に
よ
る
関
節
リ
ウ
マ
チ
の

短
期
教
育
入
院
を
以
前
か
ら
実
施
し
て
お

り
ま
す
が
当
科
で
は
糖
尿
病
患
者
を
対
象

と
し
た
教
育
入
院
を
実
施
し
ま
す
。

④
介
護
者
の
休
息
目
的
の
短
期
入
院
（
レ
ス

パ
イ
ト
入
院
）

　

�　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
介
護
す
る

者
の
存
在
を
前
提
と
し
て
お
り
、
同
居
家

族
の
み
で
そ
れ
を
担
う
ケ
ー
ス
が
し
ば
し

ば
あ
り
ま
す
。
介
護
は
24
時
間
・
３
６
５

日
の
対
応
が
必
要
で
す
が
、
そ
れ
を
す
べ

て
同
居
家
族
に
委
ね
る
と
す
れ
ば
そ
れ
は

単
な
る
「
負
担
の
押
し
付
け
」
に
な
り
か

ね
ず
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
理
念

と
相
い
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
家
族
を
介
護

か
ら
一
時
的
に
解
放
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
入
院
（
レ
ス
パ
イ
ト
入
院
）
が
認
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
同
様
の
趣
旨
で
介
護
保

険
を
利
用
し
て
介
護
施
設
へ
の
短
期
入
所

を
可
能
と
す
る
「
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
」
と

呼
ば
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
レ
ス
パ

イ
ト
入
院
は
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
が
困
難

（
介
護
保
険
の
適
用
外
の
方
）
で
か
つ
医

学
的
管
理
を
常
時
必
要
と
し
て
い
る
在
宅

患
者
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
介
護
者
側
の

目
的
は
問
わ
れ
ま
せ
ん
が
（
旅
行
や
純
粋

生活拠点としての住まい

医療 介護

生活支援
疾患予防

医療の
提供

通院・入院
訪問診療

訪問看護/介護

通所・入所

生活にかかわる
各種支援，
活動の場の提供

活動への
参加

・30分圏内に完備
・全体の構想は地方自治体が実施
・個々の患者のコーディネートは
ケアマネージャーが実施

地域包括ケアシステムの全体像

厚生労働省資料より当院作成

図１　地域包括ケアシステムの全体像
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な
休
息
目
的
も
可
）、
入
院
日
数
や
次
の

レ
ス
パ
イ
ト
入
院
ま
で
の
期
間
に
は
定
め

ら
れ
た
制
限
が
あ
り
ま
す
。

⑤
外
来
診
療

　

�　

症
状
が
あ
る
が
「
ど
の
科
を
受
診
し
た

ら
い
い
か
わ
か
ら
な
い
」「
重
病
な
の
か

軽
症
な
の
か
わ
か
ら
ず
ど
の
病
院
を
か
か

れ
ば
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
方

の
対
応
を
し
ま
す
。
症
状
を
伺
い
、
検
査

を
実
施
し
て
、
重
病
か
軽
症
か
の
切
り
分

け
を
行
い
、
当
院
の
リ
ソ
ー
ス
（
資
源
）

で
対
応
困
難
で
あ
れ
ば
大
学
病
院
な
ど
よ

り
専
門
的
な
医
療
機
関
へ
の
紹
介
を
、
当

院
の
リ
ソ
ー
ス
で
対
応
可
能
で
あ
れ
ば
当

院
で
の
加
療
を
継
続
し
ま
す
。
自
宅
近
く

の
開
業
医
で
の
加
療
を
ご
希
望
で
あ
れ
ば

紹
介
状
を
作
成
し
て
受
診
の
手
配
を
し
ま

す
。
ま
た
複
数
科
に
ま
た
が
る
患
者
の
継

続
フ
ォ
ロ
ー
や
開
業
医
か
ら
の
紹
介
に
も

対
応
し
ま
す
。

⑥
在
宅
診
療

　

�　

自
宅
を
拠
点
に
す
る
患
者
が
医
療
を
受

け
る
に
は
自
ら
で
医
師
の
も
と
ま
で
赴
く

こ
と
が
原
則
で
す
。
し
か
し
病
状
に
よ
っ

て
は
そ
れ
が
困
難
な
患
者
も
い
ま
す
。

よ
っ
て
医
師
が
自
宅
に
赴
き
診
療
を
行
う

在
宅
診
療
と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。
現

在
当
院
で
は
小
規
模
に
実
施
し
て
い
る
の

み
で
す
が
、
新
病
院
移
転
に
合
わ
せ
て
そ

の
規
模
を
拡
大
さ
せ
て
い
く
予
定
で
す
。

将
来
的
に
は
在
宅
診
療
、
当
院
併
設
の
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
訪
問
看

護
・
リ
ハ
ビ
リ
、
そ
し
て
当
院
の
救
急
・

入
院
病
棟
が
連
携
す
る
こ
と
で
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
医
療
全
て
を
当
院
で
完

結
で
き
る
機
能
を
備
え
る
こ
と
を
目
指
し

ま
す
（
図
２
）。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
実
現
へ

向
け
た
私
の
想
い

　

伊
豆
中
南
部
地
域
は
わ
が
国
で
も
有
数
の

医
療
過
疎
地
域
で
す
。
医
師
の
絶
対
数
が
不

足
し
て
い
る
こ
と
、
高
度
急
性
期
医
療
へ
対

応
で
き
る
病
院
が
伊
豆
北
部
地
域
に
集
中
し

て
い
る
こ
と
、
山
地
の
間
に
集
落
が
点
在
し

て
い
る
と
い
う
地
理
的
特
性
か
ら
直
線
移
動

が
困
難
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
医
療
を
必
要

と
す
る
人
に
と
っ
て
非
常
に
過
酷
な
環
境
で

す
。

　

地
域
医
療
は
検
査
を
し
て
治
療
を
す
る
だ

け
で
は
成
立
し
ま
せ
ん
。
そ
の
地
域
の
社
会

的
背
景
や
医
療
事
情
を
十
分
に
把
握
し
て
、

最
優
先
に
注
力
し
て
対
応
す
べ
き
も
の
、
そ

う
で
な
い
も
の
の
切
り
分
け
を
行
い
、
効
率

よ
く
医
療
を
提
供
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

当
院
で
は
高
度
急
性
期
病
院
で
あ
る
順
天
堂

大
学
静
岡
病
院
な
ど
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
し

て
中
伊
豆
地
域
の
軽
～
中
等
症
の
急
性
期
、

回
復
期
患
者
の
入
院
対
応
、
そ
し
て
慢
性
期

患
者
の
外
来
・
在
宅
診
療
へ
の
対
応
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
成
し
遂
げ
ら
れ

る
だ
け
の
十
分
な
人
的
・
物
的
イ
ン
フ
ラ
が

備
わ
っ
て
い
る
と
は
言
え
ず
実
現
へ
向
け
た

課
題
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
実
現

へ
向
け
て
全
力
を
尽
く
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

メールでも受け付けております

《締め切り10月20日㈮》

応募方法

422-8006

静
岡
市
駿
河
区

   　
曲
金
三

−

八

−

一

J
A
静
岡
厚
生
連

　
す
て
っ
ぷ
ア
ン
ケ
ー
ト

�

10
月
号
係

1. 郵便番号

2. 住所

3. 氏名

4. 電話番号

5. 年齢

6. 職業

7. アンケートの回答

Eメール：koho@kou.ja-shizuoka.or.jp

アンケート

当選者の発表は、発送をもってかえさせていただきます。

Ｑ１ 本誌をどこで手に取りましたか
　　１ 病院　　２ ＪＡ　　３ その他（　　　　　　　）

Ｑ２ 今月号でよかった記事は
　　１ 表紙　　２ 特集　　３ 連載　　４ Ｑ＆Ａ
　　５ News & Topics　　６ レシピ

Ｑ３ 読んでみたい記事は

Ｑ４ ご意見・ご感想

下のアンケートに答えて農協全国商品券をもらおう！
農協全国商品券は、県内ファーマーズマーケット等で使えます。

※�ここで寄せられた個人情報は厚生連広報事業、記念品の発送以外
には使用いたしません。

当院を中核病院とする地域医療モデル

救急対応
在宅・施設入所患者の
急変時受け入れ

入院対応
・一般病棟（急性期）
・回復期病棟

外来/訪問対応
外来，訪問診療による
日常管理・経過観察

図２

4



　帯状疱疹は、水ぼうそうと同じウイルス(水
すい

痘
とう

（水ぼうそう）・帯状疱疹ウイルス)で起こる皮膚の病
気です。
　水痘・帯状疱疹ウイルスは、神経を伝わって神経節内にウイルスが潜伏するといわれています。
　水ぼうそうが治った後も、ウイルスは体内（神経節）に潜伏していて、過労やストレスや病気などで
免疫機能が低下すると、神経節内に潜伏していたウイルスが再活性化して発症するのが、帯状疱疹です。

日本成人のおよそ９割は水痘・帯状疱疹ウイルスが体内に潜伏していて、帯状
疱疹を発症する可能性があります。

帯状疱疹は50歳以上で増加し、80歳までに日本人の約３人に１人が発症する
といわれています。
60歳代を中心に50歳代〜70歳代に多くみられる病気ですが、過労やストレス
や病気が引き金となり若い人にも発症することがあります。

発症部位や症状
人によって差がありますが、はじめに皮膚にピリピリ、ズキズキ、チクチクといった神経痛のような痛
みを感じ、その後、水ぶくれ（水疱）を伴う発疹が、「脇の下から胸部・腹部にかけて」や「額からま
ぶた・鼻にかけて」帯状に現れるのが特徴です。
帯状疱疹を疑う症状に気がついたらできる限り早く医療機関を受診し、治療を開始することが重要です。

通常、痛みは水ぶくれ（水疱）や赤い発疹が治るとともに軽くなりますが、皮膚
の症状が治まった後も長期間にわたって続く痛みを帯状疱疹後神経痛（PHN）
といいます。
加齢とともにPHNへの移行リスクは高くなり、50歳以上の患者さんの約２割
が移行すると報告されているため「予防」と「早めの治療」が大切です。

帯状疱疹では「発症の予防」「早めの治療」が重要です
帯状疱疹は、免疫力の低下によって発症するため、帯状疱疹の予防には、日頃の体調管
理が重要です。
体の免疫力は、病気、加齢、疲労、ストレスなど、誰にでもみられるごく日常的なこと
によって低下します。食事や睡眠をしっかりととり、適度な運動や、リラックスした時
間をもつことでストレスを減らし、免疫力を低下させないように心がけましょう。

・帯状疱疹には予防するワクチンがあります
　通常、帯状疱疹の予防接種の対象年齢は50歳以上です。
　�ワクチン接種により、水痘・帯状疱疹ウイルスに対する免疫力を高めて、帯状疱
疹の発症を予防することができます。

・帯状疱疹の治療
　�皮疹出現後、72時間以内に投与を始める必要があるため、できるだけ早く医師に相談しましょう。
　�帯状疱疹を発症した場合も、抗ウイルス薬で治療を行うとともに、安静と栄養バランスのとれた食事
を心がけることが重要です。

帯状疱疹は人にうつるの？
帯状疱疹は、他の人に「帯状疱疹」としてうつることはありません。
しかし、水痘・帯状疱疹ウイルスに対する免疫を保有していない人には感染する可能性
があり、その場合は「水ぼうそう」を発症します。

清水厚生病院　薬局　薬剤師　根岸　孝光

帯状疱疹の症状や
� 予防方法を教えてください。　

次回のテーマは、「肩こりについて」です。

参考文献：国立感染症研究所　https://www.niid.go.jp/niid/ja/
　　　　　マルホ株式会社　https://www.maruho.co.jp/kanja/taijouhoushin/
　　　　　グラクソスミスクライン株式会社　https://gskpro.com/ja-jp/
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皆さんからの質問、病院に聞いてみました連載



外来診療担当医師一覧表（令和５年９月１日現在）

●ＪＡ静岡厚生連 遠州病院� 053－453－1111（代表）

居宅介護支援事業所　　　　　☎053（401）0082　　　　訪問看護ステーションときわ　☎053（401）0100
訪問看護ステーション夢咲　　☎0537（73）1320

https://k-enshu.ja-shizuoka.or.jp/

外来診療担当医師一覧表は変更となる場合がありますので、病院ホームページで確認してください。
土曜日につきましては一部診療科を除き休診といたします。皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。

●ＪＡ静岡厚生連 遠州病院

診察室

内　科 １ 脳神経 髙橋(良) 脳神経 渡　邊 脳神経 髙橋(良) 脳神経 髙橋(良)

（予約制） ２ 呼吸器 二　橋 呼吸器 貝　田 呼吸器 加藤(真) 呼吸器 藤　澤 呼吸器 伊藤(大)

３ 消化器 髙　垣 消化器 森 消化器 大　津 消化器 髙　垣 消化器 藤田(翔)

４

５ 腎　臓 島　田 消化器 竹　内 腎　臓 渥　美

６ 循環器 磯　垣 循環器 金 循環器 林 循環器 成　瀬 循環器 川　勝

７ 内分泌 後　藤 内分泌 鈴木(究) 内分泌 鈴木(究) 内分泌 鈴木(究)

８ 血　液 坂　本 内分泌 伊藤(暉) 血液 竹　下 内分泌 伊藤(暉)

循環器 髙　瀨 循環器 髙　瀨 膠原病 小　川 腎　臓 渥　美

腎 臓 大　橋 内分泌 後　藤 内分泌 大　場

小児科 １ ｱﾚﾙｷﾞｰ 坂　倉

（予約制） ２

３

感染症

（第2PM）

外　科 １

（予約制） ２

３

４ 呼吸器外科 野　並

乳腺外来 竹　林

形成外科 午前 １

（予約制） 午後
専門外来
(予約制)

整形外科 １初　診

（予約制） ２再　診

３再　診

スポーツ外来

(14:00～16:00)

午前 １

午後

精神神経科 午前 １

（予約制） 午後 １ 物忘れ外来 大　城

（注１）精神神経科：初診の方は、紹介のみ受診可(要予約)

皮膚科 １

脱毛外来
(第1･3)

伊　藤

（予約制）

泌尿器科 １

（予約制） ２

耳鼻咽喉科 １

（予約制） ２

産婦人科 １産　科

（予約制） ２初　診

３婦人科

１産　科

３婦人科

眼　科 １

（予約制） ２

土金木水火月科療診

午前
総合診療科 総合診療科 総合診療科 総合診療科 総合診療科

午後
専門外来
(予約制)

甲状腺外来

甲状腺外来 ペースメーカー外来

三　枝 三　枝 兵　藤 三　枝 交替制

小　野 政　岡 政　岡 小　野 交替制

政　岡 兵　藤 小　野 兵　藤 政　岡

川　瀬
山　本
田　中

心理外来

(第1･3AM)
櫻　井

大　庭

田　中
波多野

心　理
山　本
田　中
波多野

心　理
杉　浦
山　本
波多野

専門外来
(予約制)

心　理
山　本
田　中
波多野

心　理 心　理
山　本
田　中
波多野

宮　入
乳児1ヶ月健診
(14:00～15:00)

予防接種外来
（14：00～15：00）

乳児健診
(14:00～15:00)

神経発達
（第2･4PM）

杉　江

心　理

内分泌
（PM）

三　枝
小　野

腎　臓

（第3PM）
山　本

心　臓

(第1･3PM)
石　川

神経発達

(第1･2･
3PM)

平　野

午前

水　上 浅　羽 米　川 米　川 浅　羽

鈴木(正) 血管外科 鈴木(正)

寺　本 前　田 前　田 加藤(曉) 青　木

血管外科

午後
専門外来
(予約制)

人工肛門外来
（第2）

人工肛門外来 乳腺外来 交替制 人工肛門外来
（第3･4）

山　田（萌） 山　田（萌） 山　田（萌）

山　田（萌） 山　田（萌）

午前

堀　口 野　崎 岩　澤 今　田 境　田

岩　澤 大　石 藤　田（倫） 大　石 野　崎

境　田 今　田 堀　口 堀　口 藤　田（倫）

午後
専門外来
(予約制)

鈴木(大)

山本（第1PMのみ）

リハビリ科
（予約制）

午後
交替制 交替制

(14:30～16:00） (14:30～16:00）

脳神経外科
（予約制）

難　波 望　月 難　波 黒住（第2･4） 難　波

石　部 石　部 石　部 石　部

橋本（PMのみ）

竹林（9:00～11:00） 竹林（9:00～11:00）

２
樋　川 樋　川 樋　川 樋　川

樋　川

午後
専門外来 石　部 石　部

アトピー外来
樋　川 樋　川

午前

石　部

午前
海　野 海　野 海　野 海　野 海　野

土　屋 土　屋 土　屋 土　屋 土　屋

午前
濵　田 濵　田 濵　田 濵　田 濵　田

上　村 上　村 上　村 上　村 上　村

午後 専門外来 睡眠時無呼吸外来
補聴器外来 補聴器外来

(13:30～16:00) (13:30～16:00)

午前

有　澤 成　瀬 鹿　野 鈴木(留) 向（麻）

鹿　野 有　澤 向（麻） 成　瀬

思春期外来（第1）

向（麻） 鈴木（留） 有　澤 鹿　野 成　瀬

鈴木（留）

午後
思春期外来 産後健診 交替制 産後健診 ＮＩＰＴ外来

稲　本 稲　本

午前
阿　部 熊　切 阿　部 阿　部 彦　谷

原　田 原　田 原　田 原　田 原　田

原　田

堀　田（第3）
（14：00～15：30）

午後 再診のみ
原　田 原　田 阿　部

（14：00～
　15：30）
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https://ja-shizuokakosei.jp/

●ＪＡ静岡厚生連 静岡厚生病院� 054－271－7177（代表）

土曜日につきましては全診療科休診といたします。皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。

外来診療担当医師一覧表は変更となる場合がありますので、病院ホームページで確認してください。

居宅介護支援事業所　　☎054（271）9580　　　　訪問看護ステーション茶町　　☎054（652）4611

●ＪＡ静岡厚生連 静岡厚生病院

診察室

１

２

３

４

神経内科

１

２

１

２

３

１

２

脳神経外科

小　泉
(第2)

金　沢

(第1･3)

耳鼻咽喉科 午前 1

8:30～ 2

午後 1

産婦人科 1

（予約制）

土曜日につきましては全診療科休診といたします。皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。

診 療 土金木水火月科

内　科

午前

半　田 半　田 松　永

豊　嶋 半　田 豊　嶋 板　谷

小　澤（佳） 小　澤（佳） 小　澤（佳） 小　澤（佳）

半　田

板　谷 渡　辺 渡　辺 渡　辺

豊　嶋

豊　嶋

午　前 鈴　木

午　後
13:30～15:00

(予約制)
渡　辺

小長井
（第2･4）

渡　辺
小　澤（達）

予約制 禁煙外来
14：30～

田　中

午　後
田　中

（乳児予防接種・
１ヶ月健診）

乳児健診
（第2･4･5）

予防接種

小児科 午　前 田　中 田　中 田　中 田　中

河　南

水　野 河　南 水　野 西　村 水　野
外　科 午前

酒井 8:30～10：00
宮﨑 10：00～

乳腺担当医
予約制

酒　井
浅　井

10：00～

午　後 乳がん検診

8：30～10：00

２
加　藤

天　野

乳がん検診

整形外科
(予約制）

午前

１ 天　野 田　村
田　村

天　野 田　村

天　野
8:30～10：30

3
加　藤

8：30～10：00

午　後

松　本

リウマチ科

午前

松　本 松　本 坪　井 松　本 交替制

大久保

加　藤
10：00～

田　村

大久保
10：00～

皮膚科

午　前 岩　崎 岩　崎 岩　崎
岩　崎

中　嶋
10：30～11：30

午　後 中　嶋

午　前

橋　本
8：30～10：30 橋　本 橋　本 橋　本 中　嶋

岩　崎
9:00～

午　後
岩　崎

14：00～16：00

岩　崎
14：00～16：00

（予約制）

形成外科
(予約制) 岩　崎

14：00～16：00
14:00～

泌尿器科
（予約制）

午　前
西　尾

8：30～12：00
西　尾

8：30～12：00
速　水

大　輪 大　輪 大　輪 大　輪 大　輪

西　尾
8：30～12：00

大　輪
14：00～16：00

大　輪
14：00～16：00

大　輪
14：00～16：00

竹　内
9：00～

中　安
9:00～

佐　藤 佐　藤

※月・水曜日はＦＴ
　外来(予約制)を
　通常診療と並行
　で行っています。

3 佐　藤

南　波
（第2）

午前

中　山 中　山 角　田 趙 中　山

2 角　田
角　田

（第1･3）

漢方内科
（予約制）

午　前
中　山 / 浅　沼

(予約制) 8：30～10：30

午　後
角　田 佐　藤

午　後
中　山

14：00～16：00

がん検診

外来診療担当医師一覧表は変更となる場合がありますので、病院ホームページで確認してください

佐　野

午後（予約制） 佐　野 佐　野

眼　科

午　前 佐　野 佐　野 佐　野 佐　野

初診の方は

要予約

予約お問い合せ

8:30～13:00

※11：00までの

受付です
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●ＪＡ静岡厚生連 清水厚生病院� 054－366－3333（代表）

特別養護老人ホームいはらの里　　☎054（366）3653　　　　居宅介護支援事業所　　☎054（366）3512
訪問看護ステーションいはら　　　☎054（366）3196

居宅介護支援事業所　　　　　　☎0558（83）1820� 訪問看護ステーションなかいず　　☎0558（83）1738

｢人工関節専門外来の対象となる方｣
・股関節や膝関節の病気があり、手術適応の方　　・人工関節手術後の経過を見る方
・以前当院にて人工関節手術を受けたが、具合が悪い方

介護老人保健施設きよみの里　　☎054（369）7700� 訪問看護ステーションきよみ　　☎054（360）4101

外来診療担当医師一覧表は変更となる場合がありますので、病院ホームページで確認してください。

http://www.ja-shizuoka.or.jp/k-shimizu/

http://www.k-nakaizu.jp/

土曜日につきましては一部診療科を除き休診といたします。皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。

●ＪＡ静岡厚生連 リハビリテーション中伊豆温泉病院� 0558－83－3333（代表）●ＪＡ静岡厚生連 リハビリテーション中伊豆温泉病院

診察室

２

午　後 2

整形外科

診察時間 9:00～　　 診察時間 8:30～　　 診察時間 9:00～　　

受付時間 7:30～11:30 受付時間 7:30～11:30 受付時間 7:30～11:30

内科・リウマチ科
（膠原病内科）

村　田
（受付～15:30） 内　科

禁煙外来
（予約制） 杉　﨑 (予約制)

土

内　科

午前

１ 杉　﨑 安　田 村　田 福　田 野　田
福　田

診 療 金木水火月科

名嘉原

(第1)

安　倍 渡　部 積 篠　浦 齋　藤
積

（第3）

外科・消化器 午　前 佐　藤 志　賀 志　賀
恩　田

（第2･3･4･5）

出　口

志　賀
佐　藤

(第1･3)

午前

１
牟　田

藤　本 森　川
牟　田

藤　本

（第3）

午　　後
牟　田 牟　田

(予約制) (予約制・隔週)

森　川

(予約制) (予約制・隔週) （第1）

２ 森　川 藤　本

積
（第1）

午　後

脳神経外科 眞　上 眼　科 市　川 岡　本

中　嶋 篠　浦 リウマチ科
（膠原病内科）

齋　藤
もの忘れ

外来(予約制）
専門外来

午　前
睡眠時無呼吸外来

佐　藤

渡　部 脳神経外科
（頭痛・水頭症等）

泌尿器科 森　野

骨粗鬆症
（予約制）

牟　田
（第1もしくは第2） 皮膚科 早　川

人工関節外来
(予約制）

勝　部
（第1）

安　田
手指整形外来

(予約制）

診察時間  13:30～16:30
受付時間　 8:00～15:00

診察時間  13:30～16:30
受付時間　 8:00～15:00

診察時間  13:30～16:30
受付時間　 8:00～15:30

診察時間  13:30～17:00
受付時間　 8:00～15:00

リウマチ科
（膠原病内科）

リウマチ科
（膠原病内科）

リウマチ科
（膠原病内科）

診察時間  13:30～17:00
受付時間　 8:00～15:00

市原
（第1もしくは第2）

原
（第3もしくは第4）

●ＪＡ静岡厚生連 清水厚生病院

診察室

内　科 １

２

３

４

３

４

小児科
9：00～

消化器外科 １

乳腺外科 ２

１

２

３

４

形成外科

脳神経外科

皮膚科 午　前 １

泌尿器科
9:00～

午　前 １

１

２

婦人科

眼　科 午　前 １

外来診療担当医師一覧表は変更となる場合がありますので、病院ホームページで確認してください。

診 療 土金木水火月科

午　前

村　瀬 田　中 村　瀬 巌 村　瀬

森　脇 交替制 森　脇 交替制

成　島 岡　村 岡　村 岡　村

森　脇

吉　田 漆　畑 吉　田 漆　畑

午　後
森　脇(予約制） 森　脇(予約制） 森　脇(予約制）

岡　村(予約制）

京　極 京　極

午　前
知　久（才） 知　久（才） 知　久（才）

成　島 松　永
初診のみ
9:30～

松　永 成　島

午　後 検　査 検　査

整形外科
リウマチ科

午　前

西　村 西　村 赤　津 朝　倉　9：30～ 西　村

大　塚

赤　津 髙　橋 峯　岸
東　山

（第1・3・5週のみ）
高　岸　9：00～

（月2回）

大　塚 大　塚 大　塚

廣　瀬 廣　瀬 立　岩 立　岩 髙　橋

午　　後 鈴　木 13：30～

午　前 鮫　島

水　島 大　塚 交替制 大　塚 水　島

交替制 原　田 小　倉

午　前
平　岡 平　岡 平　岡 平　岡

午　後
予約外来 予約検査 予約外来

平　岡

大　山 大　山 大　山 大　山 大　山

予約検査 予約外来

補聴器外来
(予約制 第1・3週）

午　前 鈴　木 鈴　木 鈴　木 鈴　木 鈴　木
予約制（第3週のみ）

佐久間 佐久間 佐久間 佐久間 佐久間

http://www.ja-shizuoka.or.jp/k-shimizu/

午　後 予約検査 予約検査 佐久間
13:00～15:00

耳鼻咽喉科

月～金

9：00～
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　診療放射線技師は、患者さんのけがや病気の状態を知
るために放射線等を使って患者さんの検査を行います。
皆さんがイメージしやすいものだとレントゲン検査があ
りますが、そのほかにもMRI検査など様々な検査を行い
ます。放射線の照射は正しく行わないと人体に悪影響を
与える危険性があるため、専門家である診療放射線技師
など限られた人しか行う事ができません。私たちは放射
線の専門家として、医療現場を支えています。

今月の表紙　　診療放射線技師とは …�

○ 

大
腸
内
視
鏡
検
査

　

精
密
検
査
と
し
て
最
も
精
度
が
高
い

の
は
、『
大
腸
内
視
鏡
検
査
』
で
す
。

検
査
・
診
断
を
行
っ
て
い
る
の
は
、
消

化
器
科
、
消
化
器
内
科
、
消
化
器
外
科
、

胃
腸
科
な
ど
で
す
。

　

検
査
方
法
は
、
内
視
鏡
を
肛
門
か
ら

大
腸
内
に
挿
入
し
、
内
壁
の
粘
膜
表
面

を
観
察
し
ま
す
。
検
査
時
は
、
大
腸
の

中
を
空
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
通

常
、
前
日
ま
で
は
普
通
に
食
事
を
し
、

当
日
に
下
剤
と
し
て
電
解
質
液
を
２
Ｌ
、

３
～
４
時
間
か
け
て
飲
み
ま
す
。
肛
門

か
ら
出
て
く
る
液
が
透
明
に
な
っ
た
ら

検
査
を
始
め
ま
す
。
検
査
の
前
の
処
置

は
施
設
に
よ
っ
て
様
々
で
す
。
事
前
に

聞
い
て
み
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
前
処

置
を
し
た
上
で
内
視
鏡
を
挿
入
し
ま
す
。

検
査
に
か
か
る
時
間
は
通
常
10
～
15
分

程
度
で
す
。
検
査
後
は
検
査
を
受
け
た

施
設
の
指
示
を
守
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。
検
査
で
は
、
粘
膜
に
生
じ
た
炎

症
、
潰
瘍
や
ポ
リ
ー
プ
、
が
ん
や
憩
室

な
ど
が
わ
か
り
ま
す
。
病
変
の
形
状
や

大
き
さ
だ
け
で
な
く
、
表
面
の
色
や
模

様
、
出
血
の
様
子
な
ど
も
詳
し
く
観
察

で
き
ま
す
。
ま
た
、
病
変
を
見
つ
け
た

ら
、
す
ぐ
に
組
織
を
採
取
し
て
調
べ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
早
期
が
ん
で
あ
れ

ば
、
検
査
と
同
時
に
治
療
も
で
き
ま
す
。

　

大
腸
が
ん
は
早
期
発
見
で
あ
れ
ば
、

90
％
以
上
が
治
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

潜
血
反
応
が
陽
性
だ
っ
た
人
は
、
痔
の

せ
い
だ
ろ
う
な
ど
と
決
め
て
か
か
ら
ず
、

精
密
検
査
を
お
受
け
く
だ
さ
い
。

　

市
町
の
補
助
が
利
用
で
き
る
が
ん
検

診
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
さ
ま

ざ
ま
な
病
気
を
早
期
発
見
す
る
た
め
に

も
是
非
人
間
ド
ッ
ク
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

身
近
な
方
が
、
が
ん
に
な
る
と
と
て

も
心
配
に
な
り
ま
す
よ
ね
。

○ 

便
潜
血
検
査

　

健
康
診
断
で
は
、
大
腸
が
ん
の
早
期

発
見
の
目
的
で
『
便
潜
血
検
査
』
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

検
査
方
法
は
、
あ
ら
か
じ
め
配
布
さ

れ
た
採
便
容
器
を
用
い
て
便
を
採
り
、

便
中
に
血
液
が
混
じ
っ
て
い
な
い
か
を

調
べ
ま
す
。
が
ん
や
ポ
リ
ー
プ
が
あ
る

と
こ
ろ
を
便
が
通
る
と
、
こ
す
れ
て
出

血
し
ま
す
。
検
査
結
果
が
、「
＋（
陽

性
）」
の
場
合
は
、
大
腸
の
ど
こ
か
で

出
血
が
起
き
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、

精
密
検
査
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

大
腸
が
ん
に
つ
い
て

父
が
大
腸
が
ん
に
な
り
、
心
配
に

な
り
ま
し
た
。
検
診
で
早
期
発
見

す
る
方
法
は
あ
り
ま
す
か
？

�
（
50
歳
・
男
性
）

参
考

　

き
ょ
う
の
健
康
２
０
２
１
年
６
月
号

　
　

静
岡
厚
生
病
院　

健
康
管
理
課

　

保
健
師　

鈴
木　

彩
子
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　ＪＡ静岡厚生連は８月３日から５日にかけ厚生連看護専門学校とするが看護専門学校でオープン
キャンパスを開催しました。
　看護師を目指す高校生など、３日間合わせて140人が参加しました。
　参加者は看護師に求められる力や学校の紹介、在校生の体験談を聞いた後、グループに分かれて
模擬授業や、在校生の指導を受けながら血圧測定や沐

もく

浴
よく

などを体験しました。
　オープンキャンパス中、在校生へ自分の知りたいことなど、積極的に質問する参加者たちの姿が
見られました。

看護専門学校２校でオープンキャンパス開催
厚生連看護専門学校・するが看護専門学校

新任医師紹介

【氏　　名】　一
イチ

瀬
ノセ

　亮
リョウ

吾
ゴ

【出身大学】　東北大学
【卒業年次】　平成11年卒
【診療科・役職】　リハビリテーション科　診療部長
【認定医・専門医等】　リハビリテーション科専門医・指導医・整形外科専門医
【�抱　　負】　�回復期リハビリを専門として13年目です。
	� 病病連携・病診連携を重視した地域密着の医療を展開したいと

思います。

リハビリテーション科
静岡厚生病院

【氏　　名】　浅
アサ

井
イ

　景
ケイ

子
コ

【出身大学】　藤田医科大学
【卒業年次】　平成18年卒
【診療科・役職】　眼科　診療部長
【�認定医・専門医等】　日本眼科学会専門医、視覚身体障害認定医、視覚障害
者用補装具適合判定医、PDT認定医、神経眼科相談医、ボトックス認定医（顔
面痙攣・斜視）、日本医師会認定産業医、日本病院会認定臨床研修指導医
【�抱　　負】　�専門は加齢黄斑変性で、手術は白内障を主に行っております。

地元である静岡に戻ってくることが出来、大変嬉しく思います。
今後は愛する静岡のため、地域医療に貢献していきたいと考え
ております。

眼　　科
清水厚生病院

10
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遠州病院　市民公開講座開催

11



材 料（４人分）

店舗
情報

良い食材の
見分け方

JA静岡厚生連　教育指導専任主任代理
　管理栄養士・野菜ソムリエ 山口　友里

作り方
準備：�エリンギは長さ半分に切り、５㎜厚さに切っておく。青ネギ

は洗い、小口切りにしておく。
①�炊飯器にといだ米、水、調味料★を入れ、軽く混ぜ合わせてエリ
ンギをのせ炊飯する。
②�炊き上がったらバターを入れ、溶かしながらしゃもじで混ぜ合わ
せる。
③お茶碗に盛り、ネギを盛り付けて完成。

　お米は精米してから時間が経つほど味や風
味が失われていきます。高温や多湿の場所で
の保存は避けて、早めに使い切りましょう。
ジッパー付き密閉袋や容器に移し、冷蔵庫の

野菜室や風通しのよい冷暗所等での保存が良いです。
　お米を炊いたご飯は成分のほとんどが
水分と糖質です。ビタミンＢ１を一緒に摂っ
て糖質を効率よくエネルギーにしましょう。

料理のポイント
　相性の良い、きのこ・バター・醤油を組み合わせた
炊き込みご飯です。今回はエリンギを使用しましたが、
その他のきのこで代用してもおいしく召し上がれます。
バターを使用せず、カロリーを抑えて作ることもでき
ます。
　具材を切って炊飯器で炊くだけの簡単な
作業で、いつもより少し贅沢な味付けご飯
が楽しめます。

遠州病院　栄養士 中川　美咲

カロリー 318kcal　 たんぱく質 6.1g　 脂質 4.0g　 塩分 1.0g
１人分の栄養価

　「まんさいかん焼津」は、米やトマト、イチジクなどの生産者が多く、種類も豊富です。中
でも米は、外観や食味の検査で基準を満たした「コシヒカリ」と「きぬむすめ」を、「いまずり米」
として年間通して販売しています。玄米、５分づき、10分づきなどお好きな精米割合で精米
したての米を味わえます。また、特殊な技術で精米した栄養価の高い「ＪＡおおいがわ金芽米」
やもち米など、様々な米が並んでいます。10月には「新米まつり」を行いますので、ぜひご
来店ください。

きのこのバター醤油炊き込みご飯
米�������������２合（300g）
水����������������� 420ml
エリンギ����������　　　　
� １～２本（100ｇ）

★醤油������������小さじ４
★みりん����������大さじ１
★酒��������������大さじ１
有塩バター����������� 16ｇ
青ネギ������������１～２本

住　　所：焼津市焼津4丁目8-5
電　　話：054－626－8822
営業時間：9：00～17：00
定 休 日：第２火曜日
　　　　　（年末年始休業あり）

まんさいかん焼津
ＪＡ大井川ファーマーズマーケット

至 静岡→

←至 東名インター

焼津郵便局

エキチカ温泉・
くろしお

JA焼津支店

焼津神社

焼津駅

★ 416

長谷川珠美 さん

12〈発行〉 静岡県農協健康管理推進委員会 
〈編集〉 静岡県厚生農業協同組合連合会業務部 静岡市駿河区曲金三丁目８番１号　ＴＥＬ 054-284-9843

旬の食材レシピ

過去のすてっぷで紹介したレシピをCookpadで公開しています。
二次元バーコードよりアクセスして、ぜひ、調理してみてくだ
さい。


